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平
成
十
六
年
度
現
代
宗
教
研
究
所
事
業
報
告

１
、
教
化
研
究
会
議

【
１
】
第
三
十
七
回
中
央
教
化
研
究
会
議

期

日

平
成
十
六
年
九
月
八
日
（
水
）
・
九
日
（
木
）

会

場

日
蓮
宗
宗
務
院

宿

舎

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
本
館

参
加
人
数

一
四
四
名

開
催
趣
旨

中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
広
く
法
華
経
教
化
に
つ
い
て

論
議
し
、
具
体
的
方
策
を
樹
立
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
ま
す
。

中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
各
管
区
の
教
区
教
研
運
営
委

員
を
中
心
と
し
て
、
教
区
・
管
区
で
の
教
化
活
動
の
現

状
を
話
し
合
い
、
教
化
に
係
わ
る
諸
問
題
を
研
究
・
調

査
し
ま
す
。

討
議
を
通
し
て
、
教
学
の
現
代
化
、
教
化
の
方
策
、
社

会
問
題
等
に
取
り
組
み
、
問
題
の
把
握
、
解
決
、
教
材

資
料
の
作
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

論
談
を
通
し
て
、
日
蓮
一
門
、
地
涌
の
菩
薩
と
し
て
の

意
識
を
た
か
め
ま
す
。

テ
ー
マ

日
蓮
宗
の
教
化
学
を
考
え
る

私
た
ち
の
布
教
教
化
は
世
間
を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
か

（
説
明
）

本
年
で
四
十
周
年
と
な
る
現
宗
研
設
立
基
本
目
的
の
ひ

と
つ
が
、
教
学
の
現
代
化
、
す
な
わ
ち
「
教
化
学
」
の
確

立
で
す
。
教
化
学
の
確
立
の
た
め
に
、
現
場
の
教
師
の
必

要
か
ら
始
ま
っ
た
の
が
教
化
研
究
会
議
で
あ
り
、
そ
の
実

動
部
門
が
教
化
セ
ン
タ
ー
で
す
。
現
在
、
中
央
教
研
・
十

一
教
区
教
研
が
開
か
れ
、
四
十
三
教
化
セ
ン
タ
ー
が
実
動

し
て
い
ま
す
。

一
昨
年
の
機
構
改
革
で
「
伝
道
宗
門
」
体
制
と
な
っ
た

こ
と
は
、
現
場
の
教
師
や
宗
務
所
が
布
教
す
べ
し
、
と
訴
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え
つ
づ
け
た
現
宗
研
の
声
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。い

ま
現
宗
研
設
立
の
原
点
で
あ
る
「
教
化
学
」
の
確
立

を
見
据
え
、
宗
門
の
更
な
る
発
展
に
資
し
た
い
と
考
え
、

本
年
の
中
央
教
研
を
、「
日
蓮
宗
の
教
化
学
を
考
え
る

私
た
ち
の
布
教
教
化
は
世
間
を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
か
」

の
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
す
。

岩
間
湛
正
宗
務
総
長
の
い
う
「
世
間
の
目
線
に
た
っ
た

布
教
」
は
、
教
師
の
姿
勢
そ
の
も
の
を
問
う
て
い
ま
す
。

法
華
系
新
宗
教
に
く
ら
べ
て
布
教
教
化
の
実
効
が
あ
が
っ

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
な
ら
、
そ
の
原
因
を
思
い
切
り

抉
っ
て
み
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

教
師
が
檀
信
徒
を
こ
え
て
世
間
と
の
関
係
に
気
づ
く
こ

と
が
布
教
教
化
の
先
決
問
題
、
と
言
う
点
を
問
題
提
起
と

し
て
、
停
滞
打
破
の
た
め
の
新
概
念
を
さ
ぐ
り
ま
す
。

基
調
報
告
に
対
し
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
五

師
が
分
科
会
を
背
景
に
し
て
更
に
問
題
点
を
出
し
、
三
分

科
会
で
具
体
的
に
ふ
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

開
催
方
式

今
回
の
中
央
教
化
研
究
会
議
は
、
左
記
の
方
式
で
開
催

し
ま
す
。

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
田
澤
元
泰
所
長
に
よ
る
基
調

報
告

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

基
調
報
告
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
問
題
提
起

と
し
て
、
現
宗
研
通
年
調
査
研
究
事
項
に
連
動
し
た
三

分
科
会
（
１
現
代
と
教
学
、
２
教
団
・
教
化
、
３
現
代

社
会
）
に
わ
か
れ
、

１
現
代
と
教
学

真
偽
未
決
御
書
を
布
教
教
化
の
上

で
ど
う
捉
え
る
か

２
教
団
・
教
化

世
間
の
目
線
に
た
っ
た
布
教
、
二

十
一
世
紀
に
適
応
す
る
具
体
的
な
教
師
像

３
現
代
社
会

新
宗
教
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
の
視

点
か
ら
検
討
し
、
具
体
的
な
提
案
に
ま
と
め
ま
す
。

申
込
時
に
、
参
加
分
科
会
の
希
望
を
聞
き
ま
す
。

全
体
会
議
で
三
分
科
会
の
報
告
を
聞
き
、
テ
ー
マ
「
日

蓮
宗
の
教
化
学
を
考
え
る

私
た
ち
の
布
教
教
化
は
世

間
を
引
き
つ
け
て
い
ま
す
か
」
の
ま
と
め
を
行
い
ま
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す
。

各
教
区
教
研
会
議
報
告
書
や
討
議
資
料
、
管
区
並
び
に

教
化
セ
ン
タ
ー
で
作
成
さ
れ
た
教
箋
等
の
教
化
資
料
を

展
示
し
、
教
化
情
報
の
コ
ー
ナ
ー
で
宣
伝
し
ま
す
。
各

寺
院
教
会
結
社
や
個
人
有
志
で
発
行
の
も
の
は
、
各
管

区
（
教
化
セ
ン
タ
ー
）
に
委
託
し
て
下
さ
い
。

日

程
第
一
日
目

九
月
八
日
（
水
）

受

付

一
〇
時
〇
〇
分

開

会

式

一
〇
時
三
〇
分

基
調
講
演

一
一
時
〇
〇
分

一
一
時
四
〇
分

「
布
教
教
化
を
機
能
さ
せ
る
に
は
」

現
宗
研
所
長

田
澤
元
泰

昼

食

一
一
時
四
〇
分

一
二
時
三
〇
分

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

一
二
時
三
〇
分

一
四
時
三
〇
分

カ
ッ
シ
ョ
ン

移

動

一
四
時
三
〇
分

一
四
時
四
五
分

分
科
会
討
議

一
四
時
四
五
分

一
七
時
〇
〇
分

（
１
｜
四
階
第
一
・
二
研
修
室

２
｜
五
階
講
堂

３
｜
四
階
第
三
・
四
研
修
室
）

移

動

一
七
時
一
五
分

夕

食

会

一
八
時
三
〇
分

二
〇
時
〇
〇
分

第
二
日
目

九
月
九
日
（
木
）

朝

食

移

動

八
時
〇
〇
分

分
科
会
討
議

九
時
〇
〇
分

一
一
時
〇
〇
分

全
体
会
議

一
一
時
一
五
分

一
二
時
一
五
分

閉

会

式

一
二
時
一
五
分

一
二
時
三
〇
分

昼

食

一
二
時
三
〇
分

一
三
時
〇
〇
分

解

散

一
三
時
〇
〇
分

参
加
者教

区
教
研
運
営
委
員
、
或
い
は
内
容
に
関
心
が
あ
る
教

師
（
管
区
一
名
必
ず
参
加
の
こ
と
。
一
名
以
上
参
加
ご
希

望
の
場
合
は
、
宗
務
所
か
ら
あ
ら
か
じ
め
日
蓮
宗
現
代
宗

教
研
究
所
へ
ご
一
報
く
だ
さ
い
）。
女
性
教
師
も
積
極
的

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
２
】
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
教
区
に
て
開
催
。
日
時
・
テ
ー
マ
は
次
の
通
り
で
あ
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る
。●

第
三
十
四
回
近
畿
教
区
教
化
研
究
会
議

六
月
十
日

兵
庫
県
養
父
市
但
馬
長
寿
の
郷
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
住
職
学
入
門
・
通
夜
説
教
を
学
ぶ
」

講
義
「
通
夜
説
教
の
理
論
と
実
際
」

中
村
智
亮
（
京
都
府
実
成
院
住
職
）

模
説
「
通
夜
説
教
の
実
例
」

有
本
智
心
（
大
阪
）

植
田
観
樹
（
豊
能
）

大
島
鳳
淳
（
奈
良
）

谷
口
慈
修
（
兵
庫
）

分
散
会
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
通
夜
説
教
作
成
会
議
」

「
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
発
表
」

●
第
二
十
四
回
九
州
教
区
教
化
研
究
会
議

六
月
十
五
日

十
六
日

佐
賀
県
唐
津
市
唐
津
ロ
イ
ヤ

ル
ホ
テ
ル
に
て
開
催

基
調
講
演
「
信
仰
の
相
続
」

久
住
謙
是
（
現
宗
研
前
所
長
）

第
一
分
科
会
「
携
帯
端
末
対
応
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
可
能

性
」

第
二
分
科
会
「
過
疎
地
寺
院
対
策
に
つ
い
て
の
提
案
」

第
三
分
科
会
「
次
世
代
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」

●
第
二
十
八
回
中
四
国
教
区
教
化
研
究
会
議

六
月
二
十
一
日

二
十
二
日

愛
媛
県
松
山
市

シ
テ
ィ
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
伝
道
者
と
し
て
の
教
師
の
自
覚
と
実
践
」

基
調
講
演
「
情
報
化
時
代
の
実
用
問
題
解
決
技
法

仏
教
的
で
、
手
軽
に
、
便
利
な

法
」

桐
谷
征
一
（
東
京
都
本
納
寺
住
職
）

第
一
分
科
会
「
未
信
徒
に
日
蓮
聖
人
の
何
を
伝
え
て
い

る
か
」

第
二
分
科
会
「
檀
信
徒
に
日
蓮
聖
人
の
何
を
伝
え
て
い

る
か
」

第
三
分
科
会
「
教
師
に
日
蓮
聖
人
の
何
を
伝
え
て
い
る

か
」

第
四
分
科
会
「
寺
族
に
日
蓮
聖
人
の
何
を
伝
え
て
い
る

か
」

●
第
二
十
八
回
北
海
道
教
区
教
化
研
究
会
議

八
月
二
十
四
日

北
海
道
旭
川
市
旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
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ル
に
て
開
催

基
調
講
演
「
心
の
痛
み
を
分
か
ち
合
お
う

犯
罪
被
害

者
の
精
神
的
ケ
ア
を
考
え
る

」

講
題
「
教
悔
師
か
ら
見
た
犯
罪
被
害
者
へ
の
思
い
」

今
田
忠
彰
（
東
京
南
部
宗
務
所
社
会
教
化
事
業
協
会
）

講
題
「
時
と
癒
し
」

善
養
寺
圭
子
（
北
海
道
被
害
者
相
談
室
長
）

第
一
分
散
会
「
和
み
の
場
で
あ
る
寺
院
の
活
用
方
法
」

第
二
分
散
会
「
仏
事
を
通
し
て
の
対
応

通
夜
か
ら
四
十
九
日
迄
」

第
三
分
散
会
「『
心
の
痛
み
を
分
か
ち
合
う
』

本
宗
教
師
と
し
て
」

●
第
二
十
一
回
北
陸
教
区
教
化
研
究
会
議

十
月
二
十
一
日

新
潟
県
佐
渡
市

浦
島
に
て

開
催

基
調
講
演
「
病
み
ゆ
く
子
ど
も
た
ち

リ
ス
ト
カ
ッ

ト
・
自
殺
・
薬
物
乱
用
・
非
行
・
犯
罪
」

水
谷
修
（
市
立
横
浜
総
合
高
校
教
諭
）

第
一
部
会
（
社
会
問
題
部
会
）

「
私
た
ち
の
身
近
な
社
会
教
化
活
動
」

第
二
部
会
（
青
少
年
問
題
部
会
）

「
少
年
少
女
の
今

非
行
・
薬
物
問
題
を
考

え
る

私
た
ち
僧
侶
は
何
を
す
る
べ
き
か

」

●
第
二
十
三
回
東
北
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
月
二
十
五
日

二
十
六
日

宮
城
県
仙
台
市
仙
台

国
際
ホ
テ
ル
に
て
開
催

基
調
講
演
「
非
暴
力
の
実
践

現
代
に
於
け
る
不
軽
菩
薩
と
は

」

大
畑
豊
（「
非
暴
力
平
和
隊
・
日
本
」
共
同
代
表
）

分
散
会

●
第
二
十
八
回
中
部
教
区
教
化
研
究
会
議

十
一
月
三
十
日

岐
阜
県
岐
阜
市
岐
阜
会
館
に
て
開
催

基
調
講
演
「
こ
れ
か
ら
の
寺
院
活
動
を
問
う
」

石
川
教
道
（
東
京
都
清
徳
寺
住
職
）

第
一
分
科
会
「
年
間
行
事
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
」

第
二
分
科
会
「
寺
院
の
公
共
性
と
教
師
の
社
会
性
の
将

来
に
つ
い
て
考
え
る
」
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第
三
分
科
会
「
布
教
活
動
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
」

●
第
二
十
九
回
山
静
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
十
七
年
二
月
二
十
二
日

静
岡
県
掛
川
市
や
す
ら

ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
世
間
の
目
線
に
た
っ
た
布
教
教
化
に
つ
い
て

私
た
ち
の
布
教
教
化
は
機
能
し
て
い
ま
す
か

」

基
調
講
演
「
世
間
の
目
線
に
た
っ
た
布
教
教
化
に
つ
い

て

私
た
ち
の
布
教
教
化
は
機
能
し
て
い

ま
す
か

」
影
山
教
俊
（
現
宗
研
嘱
託
）

分
散
会

●
第
二
十
九
回
京
浜
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日

東
京
都
大
田
区
朗
峰
会

館
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
お
寺
と
災
害
救
援
」

基
調
講
演

「
災
害
救
援
活
動
の
実
際

新
潟
県
中
越
地
震
の
例
」

東
京
都
南
部
社
会
活
動
部
会

「
被
災
者
の
思
い
」望

月
是
範
（
新
潟
県
妙
栄
寺
住
職
）

「
何
の
た
め
に
が
ん
ば
る
の
か

災
害
救
援
活
動
の
理

念
」
ケ
ン
・
ジ
ョ
セ
フ
（
日
本
緊
急
援
助
隊
代
表
）

●
第
二
十
二
回
千
葉
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日

千
葉
県
浦
安
市
浦
安
ブ

ラ
イ
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
新
宗
教
対
応
策
を
考
え
る
」

講
演
「
今
、
何
故
デ
ィ
ベ
ー
ト
が
必
要
か
」

赤
堀
正
明
（
千
葉
県
常
不
軽
寺
住
職
）

「
宗
教
カ
ル
ト
の
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い

て
」

西
田
公
昭
（
静
岡
県
立
大
学
助
教
授
）

●
第
十
一
回
北
関
東
教
区
教
化
研
究
会
議

平
成
十
七
年
三
月
十
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
大
宮
に
て
開
催

テ
ー
マ
「
虐
待
の
現
状
と
そ
の
対
応

家
庭
内
に
あ
る
児
童
・
老
人
・
夫
婦
等
」

基
調
講
演

戸
澤
宗
充
（
東
京
都
一
華
結
社
教
導
）

２
、
研
究
・
調
査
活
動

左
記
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
調
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査
・
研
究
を
進
め
た
。

●
現
代
と
教
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
伊
藤
如
顕
顧
問
、
石
川
教
道
・
早
坂
鳳
城
・
吉
田
弘

信
・
有
本
智
心
各
嘱
託
、
中
井
本
秀
・
松
森
孝
雄
各
研

究
員
）

教
学
の
現
代
的
把
握

教
学
機
能
論
（
聖
典
真
偽
論
・
日
蓮
本
仏
論
・
○
○

教
学
）

●
教
団
・
教
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
久
住
謙
是
・
井
本
学
雄
各
顧
問
、
石
川
修
道
・
馬
渡

竜
彦
・
山
田
妙
眞
・
影
山
教
俊
・
遠
藤
了
暉
・
野
村

環
右
・
成
田
東
吾
・
大
島
豊
扇
・
鈴
木
大
道
・
岩
本

泰
寛
各
嘱
託
、
宇
都
宮
恵
禎
・
内
山
善
行
・
讃
岐
英

昌
・
小
寺
成
文
・
伊
藤
美
妙
・
中
里
観
泰
・
齊
藤
政

通
・
小
瀬
修
達
各
研
究
員
）

世
間
の
目
線
に
た
っ
た
布
教

（
宗
務
院
女
性
室
設
置
）
布
教
伝
道
〉

教
化
機
能
論
（
教
化
学
・
伝
承
学
）

過
疎
過
密
に
か
か
わ
る
寺
院
の
適
正
配
置

（
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
）
組
織
〉

二
十
一
世
紀
に
適
応
す
る
具
体
的
な
教
師
像

（
教
師
指
導
教
師

師
家
）
教
育
〉

葬
儀
に
係
わ
る
全
て
の
こ
と
に
つ
い
て
の
規
範

葬

儀
〉

（
中
央
教
化
セ
ン
タ
ー
機
能
・
デ
ー
タ
・
電
子
会
議
・

現
宗
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

●
現
代
社
会
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
木
村
勝
行
・
石
川
浩
徳
・
新
間
智
照
各
顧
問
、
石
井

英
雄
・
石
原
顕
正
・
牟
田
口
義
隆
・
小
林
貫
誠
・
黒

木
源
章
・
梅
森
寛
誠
各
嘱
託
、
坂
輪
宣
政
・
堀
江
宏

文
・
馬
島
浄
圭
・
八
竹
成
奉
各
研
究
員
）

社
会
問
題
へ
の
意
思
表
示

（
新
追
悼
施
設
・
宗
教
教
育
）
布
教
伝
道
〉

立
正
平
和
運
動

生
命
倫
理

新
宗
教
（
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
『
そ
の
勧
誘
の
手
口
』
作

成
）
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●
教
研
会
議
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
久
住
謙
是
顧
問
、
岩
本
泰
寛
・
灘
上
智
生
・
馬
渡
竜

彦
・
影
山
教
俊
・
小
澤
恵
修
・
早
坂
鳳
城
・
梅
森
寛

誠
各
嘱
託
、
中
井
本
秀
研
究
員
）

研
究
講
座
・
教
化
学
研
究
集
会
・
研
究
懇
談
会
を
開
催
し

た
。●

八
月
三
十
日
、
教
化
学
研
究
集
会
を
大
阪
府
高
槻
市
総

合
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
開
催
し
た
。

講
演
「
お
自
我
偈
の
中
の
久
遠
の
仏
さ
ま
」

庵
谷
行
亨
（
立
正
大
学
仏
教
学
部
教
授
）

●
十
一
月
十
日
、
第
五
回
教
化
学
研
究
発
表
大
会
を
宗
務

院
に
於
い
て
開
催
し
た
。

「
寺
庭
婦
人
の
抱
え
る
諸
問
題
と
将
来
へ
の
展
望
」

灘
上
智
生
（
神
奈
川
県
善
行
寺
修
徒
）

「
日
蓮
聖
人
伝
承
に
お
け
る
外
護
集
団
の
一
考
察
」

石
川
修
道
（
東
京
都
法
華
寺
住
職
）

「
救
援
の
思
想
を
考
え
る

被
災
地
阪
神
の
人
々
と
の

年
を
振
り
返
っ
て

」

石
原
顕
正
（
山
梨
県
立
本
寺
住
職
）

「
法
器
養
成
に
つ
い
て

布
教
教
化
の
機
能
的
側
面
よ
り
模
索
す
る

」

影
山
教
俊
（
千
葉
県
釈
迦
寺
住
職
）

「
ア
ジ
ア
仏
教
徒
と
の
協
同
社
会
事
業
に
つ
い
て
」

小
野
文

（
群
馬
県
天
龍
寺
住
職
）

「
宗
門
に
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
」

伊
藤
美
妙
（
北
海
道
瑞
玄
寺
住
職
）

「
不
軽
菩
薩
の
行
を
実
践
し
よ
う
」

服
部
即
明
（
愛
知
県
泉
龍
寺
住
職
）

「
食
と
学
へ
の
展
望
」

三
谷

（
大
阪
府
観
世
音
寺
住
職
）

「
ビ
ル
マ
軍
政
下
政
治
と
向
き
あ
う
仏
教
者
た
ち
」

馬
島
浄
圭
（
愛
知
県
妙
本
寺
住
職
）

「
日
蓮
聖
人
の
出
家
の
動
機
の
省
察

史
的
日
蓮
伝

」

木
村
勝
行
（
岩
手
県
本
増
寺
住
職
）

特
別
発
表
（
映
画
上
映
）

「
お
坊
さ
ん
は
映
画
『
熊
笹
の
遺
言
』
を
是
非
見
て
く

だ
さ
い
」

町
田
栄
作
（
前
清
澄
寺
護
山
会
会
長
）

●
平
成
十
七
年
一
月
二
十
四
日
、
教
化
学
研
究
集
会
を
秋
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田
県
秋
田
市
見
性
寺
に
於
い
て
開
催
し
た
。

講
演
「
新
宗
教
お
よ
び
新
新
宗
教
の
実
態
と
日
蓮
宗
の

対
策
」

伊
藤
立
教
（
現
宗
研
主
任
）

研
究
発
表

第
五
十
七
回
日
蓮
宗
教
学
発
表
大
会
に
て
研
究
発
表
を
行
っ

た
。

「
日
蓮
伝
承
に
お
け
る
外
護
集
団
の
一
考
察
」

石
川
修
道
（
現
宗
研
嘱
託
）

「『
南
海
寄
帰
内
法
伝
』
に
見
え
る
病
因
論
に
つ
い
て
」

影
山
教
俊
（
現
宗
研
嘱
託
）

研
究
例
会

●
研
究
員
が
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
研
究
・
調
査
を
行

い
、
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
発
表
テ
ー
マ
と
発
表
者
は

次
の
通
り
で
あ
る
。

「
明
治
最
初
期
の
日
蓮
宗
寺
院
の
様
相
に
つ
い
て

日

蓮
宗
明
治
五
年
と
同
十
年
の
書
上
に
つ
い
て
の
分
析

か
ら

」

坂
輪
宣
政

「
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
」

宇
都
宮
恵
禎

「
意
識
の
進
化
」

齊
藤
政
通

「
佛
身
論
と
唱
題
成
佛
」

小
瀬
修
達

「
真
偽
未
決
御
書
に
つ
い
て
」

松
森
孝
雄

「
孫
子
の
兵
法
と
教
化
戦
略
」

讃
岐
英
昌

「
織
田
信
長
と
宗
教
」

中
里
観
泰

平
成
十
七
年
二
月
九
日
、
第
十
五
回
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・

教
団
論
研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
、
講
演
を
公
開
講
座
と
し
、
セ
ミ

ナ
ー
懇
談
会
を
宗
務
院
で
開
い
た
。

講
題

「
曹
洞
宗
の
戦
時
教
学

聖
典
の
不
敬
字
句
問
題
と
皇
道
仏
教
を
中
心
に
」

工
藤
英
勝

（
曹
洞
宗
人
権
擁
護
推
進
本
部
員
・
足
利
工
業
大
学
講
師
）

講
題「

真
宗
大
谷
派
に
お
け
る
戦
死
者
儀
礼
の
変
遷
」

山
内
小
夜
子

（
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
研
究
員
・
大
谷
大
学
非
常
勤
講
師
）

３
、
出
版
・
資
料
収
集

「
現
代
宗
教
研
究
」
第
三
十
九
号
を
編
集
し
、
全
教
師
に
配

付
し
た
。
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教
団
史
研
究
資
料
の
一
つ
と
し
て
、
各
種
資
料
よ
り
「
平
成

十
五
年
日
蓮
宗
年
表
」
を
作
成
し
、
全
教
師
に
配
布
し
た
。

第
五
回
教
化
学
研
究
発
表
大
会
の
発
表
を
ま
と
め
、
小
冊
子

を
作
成
し
、
全
教
師
に
配
布
し
た
。

現
宗
研
教
化
資
料
シ
リ
ー
ズ

「
顕
正
会
に
つ
い
て

」

を
作
成
し
、
全
教
師
に
配
布
し
た
。

「
真
似
し
ち
ゃ
い
け
な
い
！
金
儲
け
の
手
口
」
を
作
成
し
、

全
寺
院
に
配
布
し
た
。

新
宗
教
関
係
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

各
種
伝
道
教
化
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
保
管
し
た
。

伝
道
・
教
化
・
研
究
に
必
要
な
図
書
を
購
入
し
た
。

今
年
度
購
入
・
寄
贈
図
書
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
の
た
め
の

蔵
書
整
理
と
デ
ー
タ
作
成
を
行
っ
た
。

４
、
研
究
交
流
・
会
議

六
月
二
十
一
日
、
東
京
都
港
区
増
上
寺
に
於
い
て
浄
土
宗
主

催
の
「
第
二
十
四
回
各
宗
研
究
機
関
交
流
会
」
が
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
「
現
代
に
お
け
る
国
内
開
教
の
課
題
と
実
践
」

を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
抱
え
て
い
る
実
態
や
課

題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、
各
教
団
・
研
究

所
発
行
の
関
係
資
料
を
交
換
し
、
研
究
交
流
を
深
め
た
。

六
月
二
十
四
日
、
宗
務
院
に
於
い
て
第
十
九
回
「
教
化
セ
ン

タ
ー
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
た
。
会
議
で
は
、
各
セ
ン
タ
ー

発
行
の
布
教
・
教
化
・
伝
道
資
料
の
交
換
が
行
わ
れ
る
と
と

も
に
、
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
問
題
点
と
各
セ
ン
タ
ー
間

の
交
流
推
進
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
た
。

十
月
八
日
、
京
都
府
京
都
市
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
に
於
い
て

第
三
回
「
教
団
付
置
研
究
所
懇
話
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

研
究
発
表

「
資
料
集
『
真
宗
と
国
家
』
の
編
集
作
業
を
通

し
て

戦
中
・
戦
後
の
連
続
と
非
連
続

」

山
内
小
夜
子
（
真
宗
大
谷
派
教
学
研
究
所
研
究
員
）

研
究
発
表

「
戦
下
の
生
活
に
見
る
金
光
教
の
信
仰
」

大
林
浩
治
（
金
光
教
教
学
研
究
所
部
長
）

研
究
発
表

「
生
命
と
科
学
」

碧
井
猛
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
人
間
科
学
大
学
院
客
員
教
授
）

研
究
発
表

「
近
未
来
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
模
索

イ
ン
ド
体
験

年
を
振
り
返
り

」

中
村
行
明
（
世
界
仏
教
徒
セ
ン
タ
ー
会
長
）

研
究
員
会
議
・
顧
問
会
議
・
嘱
託
会
議
を
開
催
し
、
研
究
所
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並
び
に
研
究
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
討
議
し
、
内
容
の
充

実
に
努
め
た
。

教
区
・
管
区
主
催
の
各
種
研
究
会
議
・
研
究
会
な
ど
に
出
席

し
た
。
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平
成
十
七
年
度
現
代
宗
教
研
究
所
事
業
計
画
案

１
、
教
化
研
究
会
議

第
三
十
八
回
中
央
教
化
研
究
会
議

●
期
日

九
月
七
日
（
水
）

八
日
（
木
）
一
泊
二
日

●
会
場

宗
務
院
会
議
室

●
教
区
教
研
運
営
委
員
や
関
心
の
あ
る
教
師
の
参
加

●
運
営
会
議
を
開
き
、
内
容
を
協
議
し
、
企
画
・
運
営
な
ど

の
要
綱
を
決
定
す
る
。
会
議
資
料
を
作
成
す
る
。

教
区
教
化
研
究
会
議
の
開
催
運
営

●
全
十
一
教
区
で
の
開
催
運
営
。

●
中
央
教
研
と
の
関
連
を
踏
ま
え
、
各
教
区
・
管
区
で
教
化

の
現
場
に
関
連
す
る
テ
ー
マ
を
企
画
し
、
教
化
研
究
の
充

実
を
図
る
。

●
教
研
運
営
委
員
と
協
議
し
、
地
域
の
独
自
性
を
加
味
し
、

企
画
・
準
備
・
運
営
に
取
り
組
む
。

２
、
研
究
部
門

日
蓮
教
学
の
現
代
化
。
中
央
教
研
や
教
化
学
研
究
発
表
大
会

の
成
果
を
踏
ま
え
、
研
究
員
を
中
心
に
教
学
の
現
代
化
に
つ

い
て
研
究
を
行
う
。

教
化
学
の
研
究
。
第
六
回
教
化
学
研
究
発
表
大
会
を
開
催

し
、
教
化
の
あ
り
方
、
現
代
教
化
の
方
策
を
研
究
す
る
。
必

要
に
応
じ
て
、
教
化
学
研
究
集
会
を
開
く
。
研
究
発
表
を
通

じ
て
、
中
央
教
研
と
教
区
教
研
と
の
交
流
を
は
か
る
。

教
団
論
の
研
究
。
第
十
六
回
法
華
経
・
日
蓮
聖
人
・
教
団
論

研
究
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
現
代
の
諸
問
題
と
教
学
・
教
化

に
つ
い
て
研
究
を
す
す
め
る
。

新
宗
教
研
究
。
法
華
系
新
興
教
団
を
中
心
に
、
研
究
を
行

う
。

立
正
平
和
運
動
の
研
究
。
自
衛
隊
の
イ
ラ
ク
派
遣
や
改
憲
論

議
の
あ
る
現
在
、『
立
正
安
国
論
』
奏
進
七
五
〇
年
（
平
成

十
二
年
）
の
意
義
を
考
え
る
。

教
団
史
研
究
。
明
治
以
降
の
近
代
日
蓮
教
団
史
を
中
心
と
し

て
、
他
教
団
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
研
究
す
る
。
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研
究
例
会
。
研
究
員
各
自
の
テ
ー
マ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
脚
点

と
し
て
、
研
究
を
継
続
し
、
成
果
を
発
表
す
る
。

現
宗
研
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
サ
イ
ト
上
の
「
日
蓮
宗
教
化
セ
ン

タ
ー
」
を
運
用
す
る
。
ま
た
、
諸
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
、
各
種
事
業
の
公
開
な
ど
新
た
な
布
教
伝
道
方
法
を
研
究

す
る
。

「
仏
教
各
宗
教
化
関
係
研
究
機
関
連
絡
協
議
会
」「
教
団
付

置
研
究
所
懇
話
会
」
へ
の
参
加
。

そ
の
他

３
、
調
査
部
門

お
題
目
総
弘
通
運
動
総
括
全
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と

に
、
今
後
の
教
団
の
あ
り
方
を
調
査
す
る
。

全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
も
と
に
、
男
女
共
同
参

画
に
か
か
わ
る
問
題
を
調
査
す
る
。

必
要
に
応
じ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
す
る
。

そ
の
他

４
、
資
料
部
門

各
教
化
セ
ン
タ
ー
と
の
教
化
研
究
、
布
教
資
料
な
ど
の
交
流

を
図
り
、
収
集
に
努
め
る
。

図
書
を
購
入
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
蔵
書
を
管
理
す

る
。

視
聴
覚
資
料
の
購
入
・
保
管
。

各
種
教
化
資
料
を
収
集
し
、
保
管
す
る
。

創
価
学
会
・
顕
正
会
な
ど
法
華
系
新
興
教
団
に
関
す
る
資
料

を
収
集
し
、
保
管
す
る
。

「
現
代
宗
教
研
究
」
第
四
十
号
の
発
行
。

平
成
十
六
年
日
蓮
宗
年
表
の
発
行
。

教
化
シ
リ
ー
ズ
の
発
行
。

そ
の
他

５
、
会
議

教
化
セ
ン
タ
ー
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
四
十
四
教
化
セ
ン

タ
ー
間
の
交
流
、
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
。

教
区
教
化
研
究
会
議
連
絡
会
議
を
開
催
し
、
各
教
区
の
教
研

運
営
委
員
と
と
も
に
各
教
区
教
研
間
の
協
力
と
調
整
を
図

り
、
一
層
の
充
実
を
目
指
す
。

研
究
員
会
議
・
顧
問
会
議
・
嘱
託
会
議
の
開
催
。

そ
の
他


